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本
会
の
坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
）
を
は
じ
め
、
三
議
長
会
の
会
長
は
12
月
21
日
、
政
府

及
び
与
党
関
係
者
を
訪
れ
、
「
地
方
議
会
に
関
す
る
地
方
自
治
法
改
正
を
踏
ま
え
た
主
権

者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
を
提
出
し
、
主
権
者
教
育
の
一
層
の
推
進
と
議
会
自
ら

の
取
組
に
対
す
る
支
援
を
要
望
し
た
。

三
議
長
会
で
は
、
主
権
者

教
育
を
国
民
運
動
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
決
定

し
、
こ
れ
ま
で
、
教
科
書
会

社
や
公
私
立
学
校
関
係
の
全

国
組
織
な
ど
に
対
し
、
法
改

正
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
・

情
報
提
供
を
行
っ
て
き
た
。

今
回
の
要
望
は
、
地
方
議

会
の
役
割
等
が
地
方
自
治
法

に
明
文
化
さ
れ
た
改
正
を
踏

ま
え
、
議
会
・
議
員
の
役
割

や
活
動
に
つ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
多
く
の
住
民

の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
多

様
な
人
材
の
地
方
議
会
へ
の

参
画
促
進
の
一
助
と
す
る
た

め
、
主
権
者
教
育
の
推
進
と

松本総務大臣（右から 2 人目）

盛山文部科学大臣（左から 2 人目）

石田自民党地方議会 PT 座長（左から 2 人目）

橘自民党地方議会 PT 幹事長（左から 2 人目）

議
会
自
ら
の
取
組
に
対
す
る

支
援
を
要
望
し
た
も
の
（
３

面
に
全
文
）。

今
回
の
要
望
に
当
た
っ
て

は
、
本
会
は
11
月
9
日
に
開

催
の
第
１
１
５
回
評
議
員
会

で
同
決
議
を
採
択
し
て
い
た
。

【
要
望
先
】

松
本
剛
明
総
務
大
臣
、
盛
山

正
仁
文
部
科
学
大
臣
、
石
田

真
敏
自
民
党
総
務
部
会
地
方

議
会
の
課
題
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ

座
長
、
橘
慶
一
郎
同
党
同
Ｐ

Ｔ
幹
事
長

主
権
者
教
育
へ
の
支
援
・
推
進
を

三
議
長
会

主
権
者
教
育
を
国
民
運
動
と
し
て
取
り
組
み

お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、
1

月
15
日
付
の
２
２
５
１

・
５
２
号
合
併
号
と
し

て
発
行
し
ま
す
。

【
要
望
参
加
者
】

山
本
徹
全
国
都
道
府
県
議
会

議
長
会
会
長
（
富
山
県
）、

坊
恭
寿
全
国
市
議
会
議
長
会

会
長
（
神
戸
市
）、
渡
部
孝

樹
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会

長
（
北
海
道
厚
真
町
）

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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冨田副会長
（桑名市）

副
会
長

副
会
長  

補
欠
選
任

補
欠
選
任

副
会
長
市
の
桑
名
市
で
議

長
交
代
が
あ
り
、
本
会
副
会

長
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、

役
員
補
欠
選
任
を
書
面
に
よ

り
行
っ
た
。

後
任
に
は
、
同
市
の
冨
田

薫
議
長
が
12
月
20
日
付
で
選

任
さ
れ
た
。

国と地方の協議の場令和5年度第3回

国と地方の協議の場（令和5年度第3回）の会合の様子（出典：首相官邸ホームページ）

令和6年度予算編成・地方財政対策 協
議府
府

地 方 税 財 政
の充実強化

地方財政の歳出の伸びの確保、地方税・
地方交付税等の一般財源総額の着実な増
額

こども・子育
て 政 策 の 財
源確保

全国一律で行う施策とともに、地域の実
情で行う地方単独のサービス提供につい
て、将来を見据え安定財源の確保と万全
の地方財政措置

活力ある地方
議会の創出

議会に対する住民の理解と関心を深める
主権者教育を一層推進するとともに、労
働法制の見直しや厚生年金への地方議会
議員の加入などの取組

デジタル田園
都市国家構想
の推進

「デジタル田園都市国家構想交付金」の
充実を図るとともに、デジタルインフラ
の早期整備や専門的なデジタル人材の計
画的な育成確保

防災・減災対
策の充実

「防災・減災、国土強靱化のための５か年
加速化対策」の着実な推進とともに、緊急
防災・減災事業債、緊急浚渫推進事業債、
緊急自然災害防止対策事業債など地方単独
の防災・減災関連事業への支援充実

令
和
5
年
度
第
3
回
国
と

地
方
の
協
議
の
場
が
12
月
18

日
、
首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
、

令
和
６
年
度
予
算
編
成
及
び

地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
地

方
六
団
体
代
表
と
岸
田
文
雄

首
相
は
じ
め
関
係
閣
僚
が
協

議
し
た
。
本
会
か
ら
は
、
坊

恭
寿
会
長
（
神
戸
市
）
が
出

席
し
た
。

冒
頭
、岸
田
首
相
は
、経
済

対
策
の
事
業
等
を
円
滑
に
実

施
す
る
た
め
に
約
５
７
０
０

億
円
の
地
方
交
付
税
の
増
額

等
を
盛
り
込
ん
だ
令
和
５
年

度
補
正
予
算
が
臨
時
国
会
で

成
立
し
た
こ
と
に
触
れ
、
補

正
予
算
の
迅
速
か
つ
適
切
な

事
業
執
行
に
よ
り
、
各
施
策

を
一
刻
も
早
く
国
民
の
皆
様

に
お
届
け
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
旨
、述
べ
た
。

坊
会
長
は
、
地
方
創
生
と

デ
ジ
タ
ル
化
、社
会
保
障
、防

災
・
減
災
な
ど
の
重
要
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
地
方
財

政
の
歳
出
の
伸
び
を
し
っ
か

り
と
確
保
し
た
上
で
、
地
方

税
・
地
方
交
付
税
等
一
般
財

源
総
額
の
着
実
な
増
額
を
求

め
た
。ま
た
、「
こ
ど
も・子
育

て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン
」
を

着
実
に
実
現
す
る
た
め
、
児

童
手
当
の
拡
充
等
全
国
一
律

で
行
う
施
策
と
と
も
に
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
行
う
地

方
単
独
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

つ
い
て
、
将
来
を
見
据
え
た

安
定
し
た
財
源
の
確
保
と
万

全
の
地
方
財
政
措
置
を
求
め

た
。こ

の
ほ
か
、
活
力
あ
る
地

方
議
会
の
創
出
に
つ
い
て
、

若
者
や
女
性
、
会
社
員
な
ど

多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の

参
画
を
促
進
す
る
た
め
、
議

会
に
対
す
る
住
民
の
理
解
と

関
心
を
深
め
る
主
権
者
教
育

の
一
層
の
推
進
と
と
も
に
、

労
働
法
制
の
見
直
し
や
厚
生

年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
よ
う
求
め
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
交

換
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
の
充
実

等
の
ほ
か
、
防
災・減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
5
か
年

加
速
化
対
策
の
着
実
な
推
進

等
に
つ
い
て
求
め
た
。

 
 

地
方
六
団
体
提
出
資
料

―
令
和
６
年
度
予
算
編
成
及

び
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て

坊 恭寿会長発言要旨坊 恭寿会長発言要旨
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地方議会に関する地方自治法改正を踏まえた
主権者教育の推進に関する決議

先の通常国会において、三議長会が最重要課題として国に要請を行ってきた「地方議会の役割及び議員
の職務等の明確化などを内容とする改正地方自治法」が成立し、
○議会は、住民が選挙した議員をもって組織されること
〇議会は、議決により地方公共団体の重要な意思を決定すること
〇議員は、住民の負託を受け、誠実にその職務を行うこと
が明文化された。
地方議会は、投票率の低下や無投票当選の増加、議員の性別や年齢構成の偏りなどの課題を抱えており、
この法改正を踏まえて、議会とは何かを住民にしっかり理解いただき、女性や若者など多様な人材の議会
への参画を一層進めていくことが必要である。
そのためには、各議会が、更なる改革に努め議会の活性化を図り、議会の重要な役割について将来の地
方自治を担うこどもたちを含め、広く住民に理解が得られるよう取り組んでいかなければならない。
中でも、いわゆる主権者教育の取組は重要であり、三議長会では、これまで、教科書会社や校長会など
の学校関係全国団体に改正地方自治法の内容について情報提供を行い、同法を踏まえた主権者教育が推進
されるよう取り組んできた。
今後は、各議会の主権者教育に係る好事例の横展開を一層推進するとともに、議会に対する関心を高め、
理解を深める主権者教育を国民運動として取り組んでいく必要がある。
さらに、各議会の主権者教育の取組については、議員自らが積極的に携わり、議会・議員の活動を伝え
ていくことで、こどもたちの記憶に残るものとしていくことが重要である。
人口減少や高齢化など社会を取り巻く環境が更に厳しさを増す中、将来の地方自治を担うこどもたちに、
住民自治の根幹をなす地方議会への関心を高め、理解を深める主権者教育を一層推進するため、次の事項
を早急に実現するよう求める。
一、　議会に対する関心を高め、理解を深める主権者教育を一層推進すること。推進に当たっては、「地方
議会が地方公共団体の重要な意思決定を行う」など地方議会の役割等が明確化された今回の地方自治法
改正を反映したものとすること。

一、　いわゆる出前講座や模擬議会など、議会自らが主体的に行う主権者教育の取組に対する支援を講ずる
こと。

三議長会会長による要請（令和5年12月21日）三議長会会長による要請（令和5年12月21日）

ウェブ出席する
坊 会長（神戸市）

治
法
の
規
定
を
直
接
の
根
拠

と
し
て
、
必
要
な
指
示
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

坊
会
長
は
、
9
月
27
日
に

開
か
れ
た
専
門
小
委
員
会
に

お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
「
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
国
民

の
安
全
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
事
態
へ
の
対
応
に
関

し
、
地
域
の
自
主
性・自
立
性

が
後
退
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
懸
念
を
示
し

て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
答

申
で
は
「
地
方
分
権
改
革
に

よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
き
た
地

方
公
共
団
体
の
自
主
性
・
自

立
性
は
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時

代
に
お
い
て
も
我
が
国
の
経

済
社
会
の
基
盤
で
あ
る
」
と

の
基
本
理
念
が
明
確
に
示
さ

第
33
次
地
方
制
度
調
査

会
（
会
長
＝
市
川
晃
住
友
林

業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会

長
）
は
12
月
15
日
、
都
内
で

第
4
回
総
会
を
開
催
し
、「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
社
会
に

対
応
す
る
地
方
制
度
の
あ
り

方
に
関
す
る
答
申
」
を
取
り

ま
と
め
た
。
本
会
か
ら
は
坊

恭
寿
会
長
（
神
戸
市
会
議

長
）
が
ウ
ェ
ブ
出
席
し
た
。

答
申
は
「
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
国
民
の
生
命
、身
体

又
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に

必
要
な
措
置
が
的
確
か
つ
迅

速
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
た
め
に
、
国
が
地
方

公
共
団
体
に
対
し
、
地
方
自

れ
た
こ
と
を
評
価
し
た
。

ま
た
、
地
方
議
会
に
関
し
、

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
意
思
形
成
と
住
民
の
参

画
」
が
「
住
民
自
治
の
根

幹
を
な
す
存
在
で
あ
る
議
会

へ
の
多
様
な
人
材
の
参
画
や

住
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実

現
に
も
資
す
る
」
と
い
う
指

摘
の
ほ
か
、「
地
域
の
未
来
予

測
」
に
当
た
り
、「
議
会
に
は
、

住
民
自
治
の
根
幹
を
な
す
存

在
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る

変
化
・
課
題
を
見
通
し
な
が

ら
、住
民
の
共
通
理
解
を
醸
成

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」
と
指
摘
す
る
な
ど
、
地

方
公
共
団
体
の
重
要
な
意
思

決
定
を
行
う
地
方
議
会
の
役

割
を
踏
ま
え
た
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
を
評
価
し
た
。

最
後
に
次
期
調
査
会
に
お

い
て
も
、
労
働
法
制
の
見
直

し
等
の
立
候
補
し
や
す
い
環

境
の
整
備
や
、
本
会
議
を
含

む
地
方
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
の
拡
充
な
ど
地
方
議
会

を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
丁
寧
に
調
査

審
議
を
行
う
よ
う
求
め
た
。

答
申
は
12
月
21
日
、
岸
田

文
雄
首
相
に
提
出
さ
れ
た
。

第33次地制調第4回総会の模様

基
本
理
念
の
明
確
な
提
示 

評
価

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会 

答
申
ま
と
め
る
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令和 6 年度
与党税制大綱

負
担
調
整 

3
年
延
長

固
定
資
産
税

譲
与
割
合
を
見
直
し

森
林
環
境
譲
与
税

本
会
で
は
、
市
町
村
財
政

を
支
え
る
重
要
な
基
幹
税
で

あ
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

安
定
的
確
保
を
図
り
、
生
産

性
の
向
上
や
賃
上
げ
の
促
進

な
ど
の
経
済
対
策
や
政
策
的

措
置
は
、
固
定
資
産
税
を
用

い
て
行
う
べ
き
で
な
い
と
主

張
。
制
度
の
根
幹
に
影
響
す

る
見
直
し
は
、
土
地・家
屋・

償
却
資
産
を
問
わ
ず
断
じ
て

行
う
べ
き
で
な
く
、
現
行
の

特
例
制
度
は
期
限
の
到
来
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ

と
を
求
め
て
き
た
。

税
制
大
綱
に
よ
る
と
、
土

地
に
係
る
固
定
資
産
税
等
の

負
担
調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、

負
担
水
準
の
均
衡
化
を
促
進

す
る
た
め
、
令
和
6
～
8
年

度
ま
で
の
間
、
商
業
地
等
に

係
る
条
例
減
額
制
度
及
び
税

負
担
急
増
土
地
に
係
る
条
例

減
額
制
度
を
含
め
、
現
行
の

負
担
調
整
措
置
の
仕
組
み
を

継
続
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
市

町
村
に
よ
る
森
林
整
備
の
財

源
と
し
て
令
和
元
年
度
に
創

設
さ
れ
、
譲
与
基
準
（
私
有

林
人
工
林
５
割
、
林
業
就
業

者
数
２
割
、
人
口
３
割
）
に

基
づ
き
都
道
府
県
及
び
市
町

村
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。

本
会
で
は
、
市
町
村
の
使

途
状
況
、
林
業
需
要
等
を
勘

案
し
必
要
に
応
じ
て
譲
与
基

準
の
見
直
し
を
求
め
て
い
た
。

自
民
党
総
務
部
会
関
係
・

消
防
議
員
連
盟
合
同
会
議
が

12
月
14
日
に
自
民
党
本
部
で

開
催
さ
れ
、
大
津
亮
一
副
会

長
（
水
戸
市
）、
武
藤
政
義

本
会
基
地
協
議
会
会
長
（
福

生
市
）
が
出
席
し
た
。

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て

立
谷
秀
清
全
国
市
長
会
会
長

（
相
馬
市
長
）は
、こ
ど
も
・

子
育
て
政
策
の
強
化
を
は
じ

め
と
す
る
社
会
保
障
関
係
費
、

地
方
公
務
員
の
給
与
関
係
費

な
ど
、地
方
の
財
政
需
要
の

増
大
の
ほ
か
、所
得
税
減
税

に
伴
う
交
付
税
の
減
収
に
つ

い
て
懸
念
を
表
明
し
、地
方

交
付
税
を
は
じ
め
、地
方
一

般
財
源
総
額
の
確
保
・
充
実

大津副会長
（水戸市）

武藤基地協会長
（福生市）

の
ほ
か
、地
方
創
生
の
実
現

の
た
め
、地
方
財
政
計
画
の

地
方
創
生
推
進
費
や
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
の
確
保・
充
実
を
求
め
た
。

ま
た
、
基
地
関
係
団
体
を

代
表
し
て
加
藤
育
男
全
国
基

地
協
議
会
副
会
長
（
福
生
市

長
）
か
ら
基
地
交
付
金
及
び

調
整
交
付
金
の
両
交
付
金
に

つ
い
て
要
求
額
の
満
額
を
確

保
す
る
よ
う
求
め
た
。

提
出
資
料
…
①
令
和
６

年
度
予
算
編
成
及
び
地
方
財

政
対
策
に
つ
い
て
②
基
地 

対
策
関
係
施
策
の
充
実
強 

化
に
関
す
る
要
望

森
林
環
境
譲
与
税

税
制
大
綱
に
よ
る
と
、
私

有
林
人
工
林
面
積
割
合
が
5

一
般
財
源
総
額  

確
保・充
実
求
め
る

固
定
資
産
税（
土
地
）

負
担
調
整
措
置

割
か
ら
5.5
割
に
、
人
口
割
合

が
３
割
か
ら
2.5
割
に
そ
れ
ぞ

れ
見
直
さ
れ
て
い
る
（
上
図
）。

税
制
大
綱
に
よ
る
と
、
法

人
事
業
税
に
お
け
る
外
形
標

準
課
税
の
適
用
対
象
法
人
に

つ
い
て
は
、
減
資
へ
の
対
応

と
し
て
、現
行
基
準（
資
本
金

１
億
円
超
）
を
維
持
し
た
上

で
、当
分
の
間
、前
事
業
年
度

に
外
形
標
準
課
税
の
対
象
法

人
で
、
当
該
事
業
年
度
に
資

本
金
1
億
円
以
下
で
、
資
本

金
と
資
本
譲
与
額
の
合
計
額

が
10
億
円
を
超
え
る
も
の
は
、

外
形
標
準
課
税
の
対
象
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
100
％
子

法
人
等
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

資
本
金
と
資
本
剰
余
金
の
合

計
額
が
50
億
円
を
超
え
る
法

人
等
の
100
％
子
法
人
等
の
う

ち
、
資
本
金
１
億
円
以
下
で

資
本
金
と
資
本
剰
余
金
の
合

計
額
が
２
億
円
を
超
え
る
も

の
は
、
外
形
標
準
課
税
の
対

象
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
見
直
し
は
、

外
形
標
準
課
税
の
対
象
を
中

小
企
業
に
広
げ
る
も
の
で
は

な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
電
気
供
給
業
及
び

ガ
ス
供
給
者
に
係
る
収
入
金

額
に
係
る
収
入
金
額
に
よ
る

外
形
標
準
課
税
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
地
方
公
共
団
体
の
税

収
に
与
え
る
影
響
等
を
考
慮

の
上
、
事
業
環
境
や
競
争
状

況
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
課

税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

自
民
党

自
民
党

合
同
会
議

合
同
会
議

総
務
部
会
関
係

総
務
部
会
関
係

消
防
議
員
連
盟

消
防
議
員
連
盟

外
形
標
準
課
税

◎ 森林環境譲与税に係る譲与基準の見直し
これまでの譲与税の活用実績等を踏まえ、「私有
林人工林面積」の譲与割合を５.５割（現行:５割）、

「人口」の譲与割合を２.５割（現行:３割）とする。

５割 ：私有林人工林
面積

２割 ：林業就業者数
３割 ：人口

〔現行〕 〔見直し案〕
５.５割 ：私有林人工林

面積
２割 ：林業就業者数
２.５割 ：人口

資料：令和６年度地方税制改正（案）についてより

自
民
、
公
明
両
党
は
12
月
14
日
、
令
和
6
年
度
税
制
改

正
大
綱
（
以
下
「
税
制
大
綱
」）
を
取
り
ま
と
め
た
。
固
定

資
産
税
（
土
地
）の
負
担
調
整
措
置
は
、
負
担
水
準
の
均
衡

化
を
促
進
す
る
た
め
、
現
行
の
負
担
調
整
措
置
が
3
年
間

延
長
さ
れ
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、こ
れ
ま
で
の
譲
与
税
の

活
用
実
績
を
踏
ま
え
、
譲
与
基
準
の
見
直
し
を
行
う
と
さ

れ
て
い
る
。

https://www.si-gichokai.jp/news/6dantai/r05/1206470_3135.html
https://www.si-gichokai.jp/news/6dantai/r05/1206470_3135.html
https://www.si-gichokai.jp/news/6dantai/r05/1206470_3135.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/kichi/__icsFiles/afieldfile/2023/11/09/kichiyoubou051106_4.pdf
https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/kichi/__icsFiles/afieldfile/2023/11/09/kichiyoubou051106_4.pdf
https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/kichi/__icsFiles/afieldfile/2023/11/09/kichiyoubou051106_4.pdf
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▽
多
賀
城
市
（
宮
城
県
）

〒
９
８
５
―
８
５
３
１

多
賀
城
市
中
央
２
―
１
―
１

☎
０
２
２
―­

３
6
８
―
３
０
５
３

フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変
更
な
し

市
民
に
と
っ
て
行
政
・
議

会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
議

場
を
目
指
し
、
傍
聴
席
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
お

り
、
ス
ロ
ー
プ
や
車
い
す
専

用
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。 新

庁
舎
落
成多賀城市役所北庁舎

（写真提供＝多賀城市）
議場

（同左）

▽
安
芸
市
（
高
知
県
）

〒
７
８
４
―
８
５
０
１

安
芸
市
土
居
82
―
１

※
住
所
変
更
は
１
月
４
日
か
ら

電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

「
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ

ら
れ
る
庁
舎
」と
し
て
議
場

内
の
壁
や
机
、
椅
子
な
ど
に

市
内
産
の
木
材
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。ま
た
、議
場
全
体
は

平
土
間
形
式
と
し
、多
目
的

に
利
用
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

安芸市役所新庁舎
（写真提供＝安芸市）

議場
（同左）

▼
議
長

▽
由
布­

甲
斐
裕
一（
11・15
）

▽
宮
古
島­

平
良
敏
夫（
11・29
）

▽
南
砺­

古
軸
裕
一（
11・30
）

▽
総
社­

村
木
理
英（
11・30
）

▽
観
音
寺­

大
矢
一
夫（
11・30
）

▽
高
岡­

本
田
利
麻（
12・1
）

▽
小
美
玉­

長
島
幸
男（
12・1
）

▽
匝
瑳­

平
山
政
利（
12・1
）

▽
西
脇­

高
瀬　
洋（
12・1
）

▽
四
国
中
央­

­

篠
永
誠
司（
12・1
）

▽
曽
於­

迫　
杉
雄（
12・1
）

▽
紀
の
川­

川
原
一
泰（
12・4
）

▽
荒
尾­

濱
崎
英
利（
12・4
）

▽
南
さ
つ
ま

­

松
元
正
明（
12・4
）

▽
霧
島­
仮
屋
国
治（
12・4
）

▽
伊
勢­
藤
原
清
史（
12・5
）

▽
黒
部­
高
野
早
苗（
12・6
）

▽
我
孫
子­

早
川　
真（
12・6
）

▽
桑
名­

冨
田　
薫（
12・6
）

▽
桶
川­

佐
藤　
洋（
12・11
）

▽
勝
山­

松
山
信
裕（
12・18
）

▽
旭­

飯
嶋
正
利（
12・18
）

▼
副
議
長

▽
飯
塚­

兼
本
芳
雄（
5・15
）

▽
由
布­

佐
藤
孝
昭（
11・15
）

▽
岩
国­

松
川
卓
司（
11・16
）

▽
薩
摩
川
内­

­

森
永
靖
子（
11・28
）

▽
南
砺­

石
川　
弘（
11・30
）

▽
高
岡­

横
田
誠
二（
12・1
）

▽
小
美
玉­

鈴
木
俊
一（
12・1
）

▽
匝
瑳­

石
橋
春
雄（
12・1
）

▽
西
脇­

吉
井
敏
恭（
12・1
）

▽
四
国
中
央

­

猪
川　
護（
12・1
）

▽
曽
於­

重
久
昌
樹（
12・1
）

▽
滑
川­

青
山
幸
生（
12・4
）

▽
大
網
白
里

­

石
渡
登
志
男（
12・4
）

▽
紀
の
川­

舩
木
孝
明（
12・4
）

▽
鳥
栖­

西
依
義
規（
12・4
）

▽
荒
尾­

多
田
隈
穣（
12・4
）

▽
南
さ
つ
ま­

­

竹
内　
豊（
12・4
）

▽
霧
島­

前
島
広
紀（
12・4
）

▽
伊
勢­

岡
田
善
行（
12・5
）

▽
浅
口­

山
下
周
吾（
12・5
）

▽
黒
部­

柳
田　
守（
12・6
）

▽
我
孫
子­

高
木
宏
樹（
12・6
）

▽
桑
名­

太
田　
誠（
12・6
）

▽
桶
川­

岡
安
政
彦（
12・11
）

▽
御
所­

山
田
秀
士（
12・11
）

▽
松
戸­

織
原
正
幸（
12・18
）

▽
旭­

遠
藤
保
明（
12・18
）

▼
事
務
局
長

▽
米
子­
松
田
展
雄（
4・1
）

▽
田
川­
平
原
愼
太
郎（
8・1
）

第
9
回
防
災
推
進
国
民
会

議
が
12
月
20
日
、
首
相
官
邸

で
開
か
れ
、坊
恭
寿
会
長（
神

戸
市
会
議
長
）
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣

は
、
今
年
５
月
の
石
川
県
能

登
地
方
を
震
源
と
す
る
震
度

６
強
の
地
震
、
６
月
・
７
月

の
大
雨
、
８
月
の
台
風
に
よ

る
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災
害

等
、
各
地
で
相
次
い
だ
災
害

に
つ
い
て
触
れ
、「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震

等
の
大
規
模
災
害
の
リ
ス
ク

に
直
面
す
る
我
が
国
の
防
災

意
識
の
向
上
の
た
め
に
は
、

各
界
各
層
の
皆
様
方
の
不
断

の
取
組
が
欠
か
せ
ず
、
災
害

が
頻
発
化
、
激
甚
化
す
る

中
、
我
が
国
の
防
災
力
を
高

め
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も

な
お
一
層
の
御
協
力
を
賜
り

た
い
」
と
述
べ
た
。

会
合
で
は
、防
災
推
進
国

民
会
議
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

や
防
災
推
進
国
民
会
議
の

今
後
の
活
動
方
針
を
協
議
し

た
ほ
か
、構
成
団
体
等
の
取

組（
①
日
本
商
工
会
議
所
②­

日
本
介
護
支
援
専
門
員
協

会
）に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

◇
防
災
推
進
国
民
会
議

国
民
の
防
災
に
関
す
る
意

識
向
上
に
関
し
、
広
く
各

界
各
層
と
の
情
報
及
び
意

見
の
交
換
並
び
に
、
そ
の

他
の
必
要
な
連
携
を
図

り
、
中
央
防
災
会
議
と
協

力
し
つ
つ
、
国
民
の
防
災

に
関
す
る
意
識
向
上
を
図

る
た
め
開
催
。
経
済
界
・

今
後
の
活
動
方
針
を
協
議

坊 

会
長
出
席

第9回防災推進国民会議（出典：首相官邸ホームページ）

労
働
組
合
、地
方
六
団
体
、

教
育
界
、学
術
界
、メ
デ
ィ

ア
、
医
療
関
係
、
福
祉
関

係
、
消
防
関
係
、
障
害
者

団
体
、
女
性
団
体
等
に
よ

り
構
成
（

内
閣
府
）。

議
会
人
事

第
9
回
防
災
推
進
国
民
会
議

https://www.bousai.go.jp/kaigirep/suishin/pdf/gaiyou.pdf
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全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
＝
山

山田病院協会長
（名寄市）

田
典
幸
名
寄
市
議
会
議
長
）

は
10
月
31
日
、
第
17
回
地
域

医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
都
内

で
開
催
。
参
加
者
は
有
識
者

か
ら
の
講
演
を
通
じ
、
行
政

と
医
療・介
護
、産
業
と
の
連

携
な
ど
に
向
け
て
見
識
を
深

め
た
。

医
療
行
政
連
携
で

医
療
行
政
連
携
で  

新
た
な
取
組
を

新
た
な
取
組
を

第第
1717
回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー

回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
山
田
会

長
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
の
後
、

名
寄
市
立
総
合
病
院
の
守
屋

潔
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
長
が

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
支
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
仕
組
み

づ
く
り
」、愛
生
会
山
科
病
院

の
荒
金
英
樹
消
化
器
外
科
部

長
が
「
食
支
援
の
京
の
ま
ち

づ
く
り　
～
新
た
な
医
療
産

業
連
携
の
試
み
～
」
と
題
し

て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
あ
く
ま
で
道

具
で
し
か
な
く
、
そ
れ
を

使
っ
て
何
を
す
る
か
が
重
要
。

名
寄
市
で
は
、
医
療
と
介
護

の
関
係
者
が
連
携
す
る
た
め

の
道
具
と
し
て
使
っ
た
。

我
々
は
平
成
25
年
、
名
寄

市
の
位
置
す
る
道
北
北
部
の

全
公
的
医
療
機
関
が
参
加
す

る
「
ポ
ラ
リ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
作
り
、令
和
３
年
に
は
、

そ
れ
に
名
寄
市
内
の
歯
科
、

調
剤
薬
局
、介
護
施
設
、行
政

を
加
え
た「
ポ
ラ
リ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
２・０
」を
作
っ
た
。
目

的
は
、市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、高
齢
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自

分
ら
し
く
最
期
ま
で
過
ご
せ

る
イ
ン
フ
ラ
を
創
る
こ
と
。そ

の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
は
名
寄

市
が
病
院
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

訪
問
看
護
等
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
い
た
医
療

介
護
連
携
の
実
現
し
た
い
内

容
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

医
療
と
介
護
の
連
携
は
、

病
院
の
連
携
室
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
連
携
が
肝
で
あ
る
。

守
屋
守
屋  

名
寄
市
立
総
合
病
院

名
寄
市
立
総
合
病
院

情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
長

情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
長

名
寄
市
は
か
か
り
つ
け
医
や

在
宅
医
療
の
リ
ソ
ー
ス
不
足

に
よ
り
、市
立
病
院
が
か
か
り

つ
け
医
の
よ
う
に
地
域
と
密

接
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
名
寄
市
医
療
介

護
連
携
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、①
名
寄
市
立
総
合

病
院
と
地
域
の
連
携
効
率
化

②
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務

負
荷
の
低
減
③
市
が
中
心
に

な
っ
て
地
域
で
1
つ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
地
域
完
結
型
）を

作
る
―
を
挙
げ
、
患
者・利
用

者
の
診
療
情
報
や
処
方
薬
の

情
報
、
介
護
認
定
情
報
な
ど

が
１
つ
の
端
末
で
閲
覧
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
の
ス

ト
ッ
ク
情
報
を
扱
う
「
Ｉ
Ｄ
―

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
」
と
医
療
の
フ
ロ
ー

情
報
及
び
介
護
の
情
報
を
扱

う
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
」
を
名
寄
市
で

は
採
用
。
特
に「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
」に

は
全
て
の
医
療
・
介
護
事
業
所

が
参
加
し
て
い
る
。
全
て
参
加

し
て
い
る
と
い
う
の
が
大
事
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
全
て
が
参
加

し
な
い
と
効
果
を
発
揮
し
な

い
。
名
寄
市
で
は
、
市
が
事
務

局
を
担
っ
た
こ
と
に
よ
り
全
事

業
者
が
参
加
し
、市
内
の
ケ
ア

が
必
要
な
方
は
ほ
ぼ
登
録
し

て
い
る
。
自
治
体
が
音
頭
を
取

る
こ
と
で
高
い
登
録
率
を
実

現
し
、医
療
と
介
護
が
相
互
に

情
報
を
交
換
し
て
お
互
い
の

仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
で
き
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
医
療
・
介

護・行
政
間
の
連
携
の
効
率
化

に
よ
り
、登
録
者
の
救
急
搬
送

時
は
、病
院
の
連
携
室
が
搬
送

状
況
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す

る
こ
と
に
よ
り
、個
別
に
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
複
数
の
関
係

事
業
所
に
連
絡
す
る
こ
と
な

く
情
報
共
有
が
可
能
と
な
り
、

事
業
所
の
情
報
の
取
得
状
況

等
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
、

介
護
認
定
を
受
け
た
高
齢
者

の
入
院
時
の
退
院
調
整
の
日

数
短
縮
や
、市
役
所
に
行
か
ず

に
介
護
認
定
に
必
要
な
書
類

を
取
得
で
き
る
な
ど
、様
々
な

効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効

果
を
生
み
出
す
た
め
に
３
年

間
、医
療・介
護
の
従
事
者
同

士
が
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ

て
お
互
い
の
課
題
や
要
求
な

ど
を
知
り
、
医
療
と
介
護
の

距
離
を
近
づ
け
て
「
自
分
た

ち
自
身
が
地
域
の
連
携
シ
ス

テ
ム
を
創
る
」
と
い
う
当
事

者
意
識
を
醸
成
し
て
い
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
「
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
の
Ｉ
と

「
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
」
の
Ｃ
と
い
う
２
つ

の
価
値
か
ら
成
る
。
情
報
技

術
だ
け
で
な
く
、
人
間
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

合
わ
せ
て
初
め
て
シ
ス
テ
ム

が
動
き
だ
す
と
い
う
こ
と
を

こ
の
３
年
間
で
学
ん
だ
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
重
要
な
の
は
三

点
。第
一
に
、介
護
者
に
と
っ

て
最
も
必
要
な
の
は
利
用
者

の
正
確
な
医
療
情
報
と
い
う

こ
と
。
第
二
に
、
自
治
体
が

事
務
局
と
な
っ
て
、
地
域
全

体
の
最
適
化
＝
地
域
包
括
ケ

守屋名寄市立総合病院
情報管理センター長

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
明
確
す
る
こ
と
。
市
が
旗

を
振
れ
ば
、
全
施
設
が
参
加

し
、
そ
れ
が
地
域
の
ル
ー
ル

に
な
る
。
第
三
に
、
人
材
不

足
な
ど
も
あ
る
の
で
、
外
部

人
材
の
登
用
も
行
う
こ
と
。

ま
た
、
現
在
国
が
全
国
の

医
療
の
ス
ト
ッ
ク
情
報
を
全

て
集
約
化
す
る
シ
ス
テ
ム
の

準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
完
成
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

今
で
き
る
こ
と
を
今
あ
る
も

の
で
進
め
て
い
け
ば
ど
う
か
。

国
の
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
ま

で
の
間
に
運
用
を
し
っ
か
り

熟
成
さ
せ
れ
ば
、
国
の
シ
ス

テ
ム
に
移
行
し
て
も
ス
ム
ー

ズ
に
運
用
で
き
る
の
で
は
。

講演資料より抜粋

〈
講
演
の
概
要
〉
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今
す
ぐ
に
も
で
き
る
こ
と
を

始
め
る
の
が
い
い
と
思
う
。

加
え
て
、
国
が
今
進
め
て

い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
ス

荒
金
荒
金  

愛
生
会
山
科
病
院

愛
生
会
山
科
病
院

消
化
器
外
科
部
長

消
化
器
外
科
部
長

荒金愛生会山科病院
消化器外科部長

ト
ッ
ク
情
報
の
集
約
化
。
フ

ロ
ー
の
情
報
の
シ
ス
テ
ム
化

は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
地
域
に
任
さ
れ
て
い
る

と
思
う
の
で
、
フ
ロ
ー
の
シ

ス
テ
ム
か
ら
各
地
域
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
が
よ
い
と
思
う
。

私
は
消
化
器
外
科
医
と
し

て
普
通
の
食
事
が
取
れ
な
く

な
っ
た
が
ん
患
者
な
ど
の
栄

養
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る

が
、
摂
食
嚥
下
障
害
へ
の
対

応
に
苦
戦
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
院
内
で
は
歯
科

医
と
共
に
口
腔
ケ
ア
や
嚥
下

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

そ
し
て
、
食
事
そ
の
も
の
を

工
夫
し
て
飲
み
込
み
や
す
く

し
た「
嚥
下
調
整
食
」に
取
り

組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
摂

食
嚥
下
障
害
や
誤
嚥
性
肺
炎

は
加
齢
の
せ
い
で
治
る
こ
と

も
難
し
く
再
発
も
多
い
た
め
、

病
院
の
み
で
の
対
応
は
難
し

く
、
多
職
種
、
そ
し
て
地
域

で
の
連
携
を
始
め
た
。

平
成
20
年
に
歯
科
医
師
会

と
立
ち
上
げ
た
医
科
歯
科
連

携
の
「
口
腔
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
は
、
お
互
い
の
情
報

交
換
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
適
切
な
口

腔
ケ
ア
・
歯
科
治
療
を
行
え

る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、

京
都
の
医
科
歯
科
連
携
の
基

盤
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
22
年
に
は
京
都
府
、

滋
賀
県
で
摂
食
嚥
下
障
害
、

栄
養
管
理
に
熱
心
な
有
志
を

集
め
、「
京
滋
摂
食・嚥
下
を

考
え
る
会
」を
立
ち
上
げ
、嚥

下
調
整
食
・
介
護
食
の
名
称

統
一
や
各
病
院
が
行
っ
て
い

る
ケ
ア
の
方
法
を
連
絡
票
に

よ
っ
て
施
設
間
で
共
有
す
る

こ
と
を
実
現
し
た
。

平
成
24
年
に
は
そ
の
取
り

組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組

み
と
し
て
「
山
科
地
域
ケ
ア

愛
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
立
ち

上
げ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

困
っ
て
い
る
内
容
に
適
切
な

ス
タ
ッ
フ
が
紹
介
さ
れ
る
仕

組
み
を
作
っ
た
。
特
に
訪
問

管
理
栄
養
士
が
活
躍
し
て
お

り
、
京
都
府
医
師
会
が
窓
口

と
な
っ
て
地
域
連
携
の
仕
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

「
京
滋
摂
食・嚥
下
を
考
え

る
会
」
で
は
、
食
を
単
な
る

栄
養
補
充
で
は
な
く
生
活
の

彩
り
と
し
て
捉
え
、
日
本
料

理
ア
カ
デ
ミ
ー
（
京
都
の
料

亭
な
ど
か
ら
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
）と
と
も
に「
嚥
下
食
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
京
料
理
」
と
し
て

介
護
食
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
結
果
、
料
亭
の
板

前
な
ど
の
全
面
協
力
の
も
と
、

吉
野
葛
で
固
め
た
豆
腐
や
タ

コ
の
煮
凝
り
な
ど
、
原
料
の

風
味
が
そ
の
ま
ま
活
き
て
い

る
美
味
し
い
介
護
食
が
生
ま

れ
た
。
異
業
種
連
携
な
ら
で

は
の
ト
ラ
ブ
ル
や
業
界
同
士

の
壁
を
乗
り
越
え
、
現
在
で

は
高
齢
者
で
も
食
べ
ら
れ
る

餅
菓
子
や
、
と
ろ
み
の
つ
い

た
日
本
酒
、
飲
み
込
み
や
す

い
豆
腐
を
製
作
・
販
売
す
る

な
ど
様
々
な
試
み
を
行
っ
て

い
る
。

ま
た
、
本
来
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
味
気
な
い
介
護
食
器

を
清
水
焼
や
木
彫
り
、
漆
塗

り
で
製
作
す
る
と
い
う
試
み

も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
現

在
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
医
療
と
産
業
が

連
携
す
る
際
、
必
ず
金
銭
面

が
問
題
に
な
る
。
医
療
側
か

ら
は
金
儲
け
が
極
端
に
嫌
わ

れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
で
あ

る
。
そ
こ
で
私
は
「
京
介
食

推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

医
療
と
産
業
を
仲
介
し
て
い

る
。「
京
介
食
」
と
は
、地
域

の
医
療
介
護
関
係
者

だ
け
で
な
く
全
て
の

人
が
関
わ
り
、
年
老

い
て
食
べ
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
を
明
る
く

考
え
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
立
ち
上
げ

た
ブ
ラ
ン
ド
。
産
業

側
は
京
介
食
推
進
協

議
会
に
会
費
を
払
い
、

ブ
ラ
ン
ド
の
付
与
を

申
請
す
る
。
そ
し
て

協
議
会
は
産
業
か
ら

受
け
た
ブ
ラ
ン
ド
の

審
査
を
医
療
側
に
依

頼
し
、
医
療
の
研
究
会
や
学

会
に
協
賛
す
る
と
い
う
形
で

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現

在
は
私
が
こ
の
会
長
を
務
め

て
い
る
が
、
今
後
は
行
政
に

移
管
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
政
が
間
に
入
っ
て
く
れ
る

と
医
療
側
は
や
り
や
す
く
な

る
の
で
、
議
員
の
皆
様
も
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

他
に
も
、
行
政
と
の
連
携

と
し
て
、
京
都
府
商
工
労
働

観
光
部
も
の
づ
く
り
振
興
課

や
公
益
財
団
法
人
京
都
産
業

21
（
府
内
の
中
小
企
業
の
支

援
を
行
う
機
関
）と
共
に「
京

Ｍ
Ｅ
Ｄ
」
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト

京介食推進協議会

京滋摂食嚥下を
考える会

光華女子大学

医療産業
申請 審査依頼

承認ブランド
付与

会費 協賛

広報
啓蒙活動

フ
ォ
ー
ム
を
作
り
、
医
療
・

介
護
分
野
へ
の
参
入
を
目
指

す
京
都
の
産
業
を
支
援
し
て

い
る
ほ
か
、
宇
治
市
と
共
に

要
介
護
高
齢
者
が
旅
行
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
事
業
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
私
は
在
宅
医
療

連
合
学
会
多
職
種
連
携
委
員

会
食
支
援
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
長
と
し
て
香
川
県

で
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
お

り
、
他
の
地
域
で
も
活
用
で

き
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
創
る

た
め
、
2
つ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
栄

養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管

理
栄
養
士
が
活
躍
す
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
。
も
う
一
つ

は
、
管
理
栄
養
士
資
格
を

持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
専
門
性
を
活
か
せ
て
い
な

い
人
た
ち
を
地
域
で
う
ま
く

活
用
す
る
た
め
の
支
援
。
こ

れ
ら
は
多
分
皆
さ
ん
の
地
域

で
も
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
の

で
は
。
日
本
全
国
で
管
理
栄

養
士
が
地
域
の
要
介
護
者
を

支
え
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も

自
宅
で
食
事
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
地
域
を
創
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

講演資料より抜粋



令和 5年 12月 25日号（8）第 2250 号 全 国 市 議 会 旬 報

「地域の「居場所」をつくり、はぐくむ」「地域の「居場所」をつくり、はぐくむ」

第55回『都市問題』 
公開講座

公益財団法人 後藤・安田記念東京都市研究所
The Tokyo Institute for Municipal Research

公益財団法人 後藤・安田記念東京都市研究所
〒100-0012　東京都千代田区日比谷公園1-3　市政会館 5階　TEL.03-3591-1201　FAX.03-3591-1209

https://www.timr.or.jp/

お問合せ先

2024年４月に孤独・孤立対策推進法が施行される。人がいつ孤独・孤立を感じるのかと考えれば、他者との「つながり」を感じら
れなくなった時ではないだろうか。「他者との『つながり』を感じる場所」を「居場所」と言い換えると、家庭や職場や学校に自分の
それがないことに悩む人は少なくなく、理由もそれぞれであろう。「居場所」がないことは、自殺やひきこもり、虐待などの原因になり
える。つまり、「居場所」の存在は孤独・孤立の解消だけにとどまらず、地域における様々な問題の発生を未然に防ぐことにつなが
る。子どもや高齢者、外国人など、地域に暮らす人々はどのような不安を感じ、どのような「つながり」を求めているのだろうか。それ
に対し、自治体には何ができるのか。多様な「居場所」づくりの取組みを踏まえて、地域社会が果たすべき役割を考える。

基 調 講 演
社会活動家 湯 浅　　 誠 氏

パネルディスカッション
認定NPO法人D×P理事長 今 井　紀 明 氏
豊中市社会福祉協議会事務局長

（コミュニティソーシャルワーカー） 勝 部　麗 子 氏
神奈川ワーカーズ・
コレクティブ連合会 理事長 木村  満里子 氏
合同会社Ibasho Japan代表 田 中　康 裕 氏
【司 会】
関西大学法学部 教授 坂 本　治 也 氏

日 程 令和 6 年 2 月 3 日（土）
 13:00 ～ 16:00（開場12:30）
場 所 日本プレスセンター　10階ホール
 〒 100-0011 東京都千代田区内幸町 2 ー 2 ー 1
 ※オンライン配信あり
参加費 無　料

参加申込 後藤・安田記念東京都市研究所
 ホームページより 
申込期限 令和 6 年 2 月 1 日（木）
※満席となりしだい受付を終了します。
※本講座は、オンライン配信をあわせて行います。
　視聴方法等はホームページにてご案内いたします。

日程・会場 出 演 者

申込要領

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
７
万
９
６
７
３
人

（
令
和
５
年
11
月
30
日
）

▽
面
積　
98・18
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
昭
和
30
年

４
月
１
日
に
２
町
４
か
村
が

合
併
し
名
取
町
と
な
り
、
そ

の
後
、
昭
和
33
年
に
市
制
施

行
し
、
本
年
10
月
に
市
制
施

行
65
年
目
を
迎
え
た
。

宮
城
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
居
住
環
境
に
適
し
た
自

然
と
共
存
で
き
る
ま
ち
で
あ

る
。
市
内
に
は
Ｊ
Ｒ
東
北
本

線
、
国
道
４
号
、
東
北
縦
貫

道
、
仙
台
東
部
道
路
が
走
り
、

人
口
の
集
積
、
企
業
立
地
も

進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
仙
台

空
港
は
、
東
北
地
方
の
空
の

玄
関
口
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
、
名

取
の
名
を
図
案
化
し
、
新
名

取
市
の
融
和
と
発
展
を
表
徴

し
た
も
の
で
あ
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

21
人
（
現

在・男
性
14
人
、
女
性
５
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
２
年
１

月
26
日
執
行　
立
候
補
22
人　

投
票
率
39・29
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
議
会

基
本
条
例
の
評
価
検
証
に
基

づ
く
実
施
計
画
に
よ
り
議
会

改
革
を
進
め
て
き
た
。
令
和

６
年
２
月
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
、
議
会
運
営

の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
く
。

かわまちてらす全景（写真提供＝名取市）

東
日
本
大
震
災
で
は
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

ハ
ー
ド
面
で
の
復
旧
・
復
興

事
業
は
完
了
し
、
令
和
２
年

３
月
に
復
興
達
成
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
全

国
の
自
治
体
の
皆
様
か
ら
多

大
な
る
御
支
援
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ち
の
復
興
と
賑
わ
い
の

再
生
に
取
り
組
み
、
名
取
川

堤
防
に
、商
業
施
設「
か
わ
ま

ち
て
ら
す
閖
上
」
を
整
備
し

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
景
色

と
食
事
、
買
い
物
を
楽
し
め

る
魅
力
あ
る
観
光
地
と
な
り
、

国
土
交
通
大
臣
よ
り
令
和
３

年
度
「
か
わ
ま
ち
大
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

復
興
し
た
名
取
市
へ
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

名

取

市

委
員
長
市
紹
介

第13回第13回

菊
きく

地
ち

忍
しのぶ

議長
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